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■ArchiCAD 

□レイアウト 

１）出力サイズの枠を作成し、図面をレイアウトする。 

 

＊ＣＡＤの画面上では縮尺 1:1 で作図されるため、出力サイ

ズの枠を作成する場合は実際の大きさよりも図面の縮尺分

大きくする必要がある。例えば標準規格のA2サイズは594mm

×420mm だが、縮尺1：100 で印刷したい場合には59400mm

×42000mmの枠を作成する。 

 

＊出力しないオブジェクトは非表示にしておく。もしくは印

刷する図面だけを新規ファイルにコピー＆ペーストする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）画像の配置 

「ツールボックス」の「画像ツール」をダブルクリックする。 

 

 

 

３）「画像のデフォルト設定」ウィンドウの「開く」ボタンを押

す。 
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４）配置するデータを選択し、「開く」ボタンを押す。 

 

 

 

５）画像サイズや配置するレイアを設定し、「OK」ボタンを押す。 

 

 

 

□テキスト設定・変換 

◇テキストツール 

１）「ツールボックス」から「テキストツール」を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

＊「テキストツール」を選択すると「情報ボックス」が現

れる。「情報ボックス」ではテキストに関するさまざまな

設定ができる。 (下図参照) 

  

 

＊「デフォルト設定」(上図の「テキストのデフォルト設定」)

を設定することで「情報ボックス」の設定をデフォルトにす

ることができる。 
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２）「情報ボックス」でレイア、フォントを設定する。 

 

 

３）テキストを配置したい範囲の対角線上の2点を選択する。 

 

 

 

４）テキストウィンドウに挿入したいテキストを打つ。このと

き、情報ボックスで設定したテキストでも個別に設定を変

更することができる。テキストを打ち終えたら画面の「テ

キストウィンドウ」以外の部分をクリックする。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）テキストの挿入が巧くいかなかった場合はテキストを選択

し、「編集」メニューから「ストレッチ」を選択する。 

 

 

 

 

 

６）伸縮させたいポイントをドラッグする。 
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７）テキストの設定を間違えてしまった場合はそのテキストを

選択し、「情報ボックス」の設定を変更する。 

 

 

 

 

 

 

◇「ラベル」ツール 

１）「ツールボックス」から「ラベルツール」を選択する。 

 

 

＊「ラベルツール」を選択すると「情報ボックス」が出て

くる。「情報ボックス」ではラベルに関するさまざまな設

定ができる。（下図参照） 

 

 

 

 

＊「デフォルト設定」(上図の「ラベルのデフォルト設定」)

を設定することで「情報ボックス」の設定をデフォルト

にすることができる。 

 

 

 

２）「情報ボックス」でレイア・フォント・引出線を設定する。 
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３）図面の説明する部分から引き出し線が45度か60度、0度に

なるように 2 点取り、最後にｘ軸に平行になる点でダブル

クリックする。このとき、それぞれの引き出し線の長さと

角度（45度、60度0度）は図面とのバランスで決める。 

 

 

 

４）「テキストウィンドウ」が出てくるのでテキストを打ち、画

面の「テキストウィンドウ」以外の部分をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）ラベルの設定を間違えてしまった場合はそのラベルを選択

し設定を変更する。「情報ボックス」でも変更できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■PlotMaker 

□レイアウト 

１）ArchiCAD で作成した図面データはpmk形式のデータに別名

保存しておく。 
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２）「スタート」から「PlotMaker９」を開く。 

 

 

 

３）「新規レイアウトブックを作成」を選択し、「新規作成」ボ

タンを押す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）マスタレイアウトの設定 

「ナビゲータ」の「マスタ」をクリックし、「新規マスタレ

イアウト」を選択する。作成された「マスタ 001」を右ク

リックし「マスタレイアウトの設定」を選択する。 

 

＊マスタレイアウトの設定とは、一般に言う用紙設定のこ

とである。 

 

 

 

５）マスタに名前を付ける。次に「用紙サイズ」を設定し、用

紙の向きを「横」にチェックを入れ、「OK」ボタンを押す。 

 

＊印刷の際にGraphisoftの枠が自動的に印刷されて縮尺が

変わってしまうため、用紙は一回りサイズの大きいもの

を使用する。（例えば出力サイズを A2 サイズにしたい場

合はA1サイズを使用する。） 
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６）次に出力サイズの枠を作成する。 

  「ツールボックス」の「塗りつぶしツール」をダブルクリ

ックする。（図 a）デフォルトでは塗りつぶし種類が「無地

塗りつぶし」となっているので「空の塗りつぶし」に設定

し、「OK」ボタンを押す。(図 b)次に絶対値で数値入力し、

出力サイズの枠を作成する。（図a） 

 

＊手順５で用紙サイズを大きく設定するため、出力サイズ

の枠を作成してその中に図面等をレイアウトする。 

 

 図a 

 

 図ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）図面タイトルの設定 

「ナビゲータ」の「タイトルタイプ」をクリックし、「新規

タイトルタイプ」を選択する。作成された「タイトルタイ

プ 001」を右クリックし「タイトルタイプの設定」を選択

する。 

 

＊図面タイトルとは、例えば「1階平面図」のような図面名

のことである。 

 

 

 

８）タイトルタイプに名前を付け、図面に対してタイトルを配

置する場所にチェックを入れる。最後に図面とタイトルの

間隔を数値入力して「OK」ボタンを押す。 
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９）「ナビゲータ」の「タイトルタイプ 001」（手順８で付けた

名前。ここでは説明のため「タイトルタイプ 001」のまま

進める。）をダブルクリックすると画面は下図のようになる。

「ツールボックス」から「テキストツール」を選択する。 

 

 

 

10）テキストのフォントやサイズ等を設定し、テキストを入力

する。入力したらテキストウィンドウの外で 1 度クリック

するとテキスト入力が終了する。テキストを入力する際に

下図の設定ができる。 

 図ｃ 

 

＊テキスト入力を終了した後でテキストの設定を変更した

い場合はまずテキストを選択する。次に「テキストツー

ル」で、選択したテキストをクリックするとテキストウ

ィンドウが現れる。 

 

＊タイトル作成画面を閉じるには「ナビゲータ」の「マス

タ 001」（手順５で付けた名前。ここでは説明のため「マ

スタ 001」のまま進める。）をダブルクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11）図面・画像を配置する 

「ナビゲータ」の「マスタレイアウト 001」（手順５で付

けた名前）を右クリックして「インポート」を選択する。 

 

 

 

12）インポートしたい図面（手順１で作成した pmk ファイル）

または画像を選択し、「開く」ボタンを押す。 
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13）選択した図面・画像を配置する。 

 

＊図面は一度レイアウトしたらレイアウト位置を変更でき

ない。変更する場合は再度インポートし直す。画像は自

由にレイアウト位置を変更できる。 

 

 

 

14）図面タイトルを図面にリンクさせる 

「ナビゲータ」の「マスタ 001」からタイトルを付ける図

面・画像を右クリックし、「図面の設定」を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15）「タイトル」の「この図面にタイトルをつける」にチェック

を入れ、タイトルタイプを選択する。最後に「OK」ボタン

を押す。 

 

 

 

16）作品の説明などのテキストは「テキストツール」で記入す

る。レイアウトに変更がなければ出力の設定を始める。 
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■出力 

◇プロッタ：HP Designjet4000psの場合 

１）「ファイル」メニューから「印刷」を選択する。 

 

 

 

２）「ページ設定」ボタンを押す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）「プリンタ名」から「HP Designjet 4000ps」を選択する。

用紙サイズを選択し、印刷の向きは「横」にチェックを入

れる。次に「プロパティ」ボタンを押す。 

 

＊ArchiCAD では印刷の際に Graphisoft の枠が自動的に印

刷されてしまうため、用紙サイズが一回り大きいものを

使用しないと縮尺が変わってしまうので注意する。(例え

ばA2サイズで出力したい場合はA1サイズの用紙を使用

する。) 

 

 

 

 

４）「用紙/品質」で手順３と同じ用紙サイズを設定する。 
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５）「レイアウト」で印刷の向きを「横」にチェックを入れ、「Ｏ

Ｋ」ボタンを押す。 

 

 

 

６）「ＯＫ」ボタンを押す。 

 

 

 

７）「印刷範囲」を「製図のすべて」に、「スケール」を「カス

タム」に設定し、図面の縮尺を記入する。「レイアウト」が

「シート：1×1」となっていることを確かめた後、「印刷」

ボタンを押す。 

 

 

 

８）出力室に行き、プロッタのコントロール画面に従って用紙

をセットする。（印刷の向き」を「横」に設定したので、プ

リンタに対して用紙を縦長にセットする。下図参照） 

 

 

 

９）学生証を用いて印刷を開始する。 

 

 

10）印刷が終了したら、出力サイズの枠（ArchiCAD のレイアウ

ト手順1、PlotMakerのレイアウト手順６で作成した枠）に

沿って用紙を切って、完成。 
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◇プリンタ：DocuPrintC3540の場合（A4サイズに出力する場合） 

１）「ファイル」メニューから「印刷」を選択する。 

 

 

 

２）「ページ設定」ボタンを押す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）「プリンタ名」から「DocuPrintC3540」を選択する。用紙サ

イズを選択し、印刷の向きは「横」にチェックを入れる。

次に「プロパティ」ボタンを押す。 

 

＊ArchiCAD では印刷の際に Graphisoft の枠が自動的に印

刷されてしまうため、用紙サイズが一回り大きいものを

使用しないと縮尺が変わってしまうので注意する。(例え

ばA4サイズで出力したい場合はA3サイズの用紙を使用

する。) 

 

 

 

４）「基本」の「出力用紙サイズ」を「A3(297×420mm)」に設定

し、「ＯＫ」ボタンを押す。 

 

 

 

５）「ＯＫ」ボタンを押す。 
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６）「印刷範囲」を「製図のすべて」に、「スケール」を「カス

タム」に設定し、図面の縮尺を記入する。「レイアウト」が

「シート：1×1」となっていることを確かめた後、「印刷」

ボタンを押す。 

 

 

 

７）学生証を用いて印刷を開始する。 

 

 

８）印刷が終了したら、出力サイズの枠（レイアウトの手順 1

で作成した枠）に沿って用紙を切って、完成。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇PDF出力の場合 

１）「ファイル」メニューから「印刷」を選択する。 

 

 

 

２）「ページ設定」ボタンを押す。 
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３）「プリンタ名」から「GhostScript_PDF」を選択する。 

 

 

 

４）用紙サイズは出力サイズを選択する。 

 

 

 

５）「印刷の向き」を「横」に設定する。 

 

 

 

６）「ＯＫ」ボタンを押す。 

 

 

 

７）「印刷範囲」を「製図のすべて」に設定する。 

 

 

 

８）「スケール」を「カスタム」にし、図面の縮尺を選択する。 

 

 

 

９）「レイアウト」が「シート：1×1」となっていることを確認

する。 

 

 

 

10）「印刷」ボタンを押す。 
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11）「名前を付けて保存」ウィンドウが出てこなければ、タスク

バーに表示されているので、それをクリックする。 

 

 

 

12）保存場所、ファイル名、ファイルの種類を設定し、「保存」

ボタンを押して、完成。 

 

＊ファイル名にスペースを入れないこと。 

 

 

 

13）もし作成した pdf データのアイコンが下図のような表示に

なってしまったら「名前の変更」で名称の後に「.pdf」と

打ち込む。するとアイコンの表示がAdobePDFになる。 
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